
 

 

様 式 Ａ－５９－１（記入例） 
 

令和４(2022)年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）（研究成果公開促進費） 

交付内定後の代表者交替等届 

 

独立行政法人 

 日本学術振興会理事長 殿 

                                                                令和４年４月○○日 
 

 

代 表 者 名
フ リ ガ ナ

       
(団体等の代表者の場合 

は、団体等の名称、 

代表者の職名・氏名) 

○○○○○ 学会 

 
会長 ○○ ○○ 

 

令和４(2022)年４月１日付けで交付内定通知があった令和４(2022)年度科学研究費助成事業（科学研究費補助

金）（研究成果公開促進費）について、下記のとおり代表者を交替（又は申請団体名称を変更）した上で交付申

請を行いますので、これにより交付の決定をしてくださるようお願いします。 

 

課 題 番 号 補助金（交付予定）額  

２２ＨＰ１２３４  ２，５００，０００円 

取 組 の 名 称 
（シンポジウム・学
術講演会名、又は国
際シンポジウム・国
際会議等の名称） 

 
○○○○○○○○の○○○○ 

 

〔変更前〕 

申請（主催）団体名称 ○○○○○学会 

代 表 者 

職 名注 会長 

フリガナ  

氏 名 ○○ ○○ 

 

〔変更後〕 

申請（主催）団体名称 ○○○○○学会 

代 表 者 

職 名注 会長 

フリガナ  

氏 名 △△ △△ 

 

変更による当該補助事業遂行への影響：なし ■ 

 

交替（変更）年月日 令和    年    月    日 

注 「職名」欄は、団体における「職名」を記入すること。 
交替（変更）が生じた年月日を記
載すること。 

交付内定通知書に記載の「課題番号」、「補助

金（交付予定）額」「取組の名称（シンポジウ

ム・学術講演会名、又は国際シンポジウム・国

際会議等の名称）」を正しく記載すること。 

当該補助事業の遂行に当たって
影響がないことを確認すること。 



 

 

（代表者が交替する場合の交付内定から交付申請までの事務の流れ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊電子申請システム 課題管理画面｢必要に応じ提出する書類｣ 

 

①交付内定の通知（電子申請システム） 
 

代 

 

表 

 

者 

 

日

本

学

術

振

興

会 

③交付申請書等の提出(電子申請システム) （様式 A-52、A-54-2、A-55） 
※日本学術振興会にて、代表者変更の手続きを行うため、新代表者氏名に変更されているこ

とを確認した後、作成すること。 

②交付内定後の代表者交替届の提出依頼(A-59-1)(電子申請システム 課題管理画

面｢必要に応じ提出する書類｣からアップロード(下図参照)) 


